
平成28年度 化学・高分子コロキウム卒業記念講演会
膜タンパク質膜挿入の鍵を握る糖脂質

日時：2017年3月1日（水）14：40～ 場所：理学部本館 D501号室

公益財団法人 サントリー生命科学財団
主幹研究員 島本 啓子 先生

島本先生らは、大腸菌内膜から新規
膜挿入因子として MPIaseを単離した後、
構造解析を行い、これが糖脂質の構造
を持つことを発見しました(Nature
Commun. 2012)。今回の講演では、
この分子の持つglycolipozyme（糖脂
質酵素）という新しい概念を中心とし
た研究成果について発表して頂く予定
です。

卒業する学生の皆さん，職員の皆様，是非ご参加ください。
連絡先： 平成28年度化学・高分子コロキウム委員 樺山 一哉（内線：5391，kaba@chem.sci.osaka-u.ac.jp）

片島 拓弥（内線：5458，katashima@chem.sci.osaka-u.ac.jp）
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学生は無料です


